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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はGTPase活性化タンパク質（GAP）をコードします。様々な細胞プロセスは、GDPに結合した不活性型とGTPに結合した活性型の間を循環するRho GTPaseによって制御されています。この不活性型と活性型の循環は、グアニンヌクレオチド交換因子とGAPによって制御されています。コードされているタンパク質は、タンパク質輸送と細胞増殖に関与する2つのGTPaseを制御することが示されているGAPです。[RefSeq提供、2008年7月], 発生段階：主に胎児の心臓と筋肉で発現します。, 機能：RAC1およびCDC42のGTPase活性化タンパク質（GAP）として機能します。細胞の伸展、極性ラメリポディアの形成、および細胞の移動に必要です。, PTM：Thr-789のリン酸化はGAPの活性を低下させます。, 類似性：1つのRho-GAPドメインを含みます。, サブユニット：GAPの活性を阻害するITSN1と相互作用します。 PARVAと相互作用します。
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	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

